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絵画・造形授業においての学生の反応の考察 
―造形表現指導の学生の製作の意識の諸問題について－ 
 
上田  慎二1、石垣 倫生2 
 
要旨 
 保育系養成校の造形授業では、作品製作への取り組みについての意識の違いが多いことが
ある。つくるのは好きだが描くのは苦手だということが授業の中で必ず発言はある。美術
教育を受けてきた学生と選択式というなかであまり受けてこなかった学生との違いも見受
けられる。保育系養成校における造形活動は自己表現の表出が目的であり、保育における
専門技術と表現する楽しさの指導である。保育者として、幼児が自由な表現をするための
道具材料を扱う正しい知識と技術力を身につけるのだが、表現する楽しさを自ら行う表現
力が必要である。 
 近年、学生の製作状況として想像、創作することが弱体している。安易にキャラクター
などを描きたがる状況であり、自ら描き生み出す意識、観察し描くといったこともやりた
がらない学生もいる。苦手意識と表現することに自信のないこと、他人の目を意識し自ず
と隠す傾向も強くなっている。また、技法書などの参考から製作することで満足しオリジ
ナルなものを製作することを避けることも多くなっている。発見や驚きのような活動から
好奇心や興味を働かすことから始める必要がある。 
 今回、モダンテクニックから絵画技法の特徴を体験すると共に、絵画表現によって想像
力を拡げ、つくる楽しさから意欲意識を高め、表現することの基礎的な取り組みから主体
的活動に繫げる意識について考察する。 
 
キーワード 
 絵画，モダンテクニック，幼児造形 
 
１．保育系大学の造形表現の意識調査と取り組みからの変化についての調査と実践 
 保育に伴う造形活動における意識とは、昨今、絵を描くのに自身がない学生が多くなっ
ている。「見ないと描けない」など、思いを広げることに自身をなくしていることが原因
と考えられる。スマートフォンなど安易に画像検索もできキャラクターを移すものが多く
想像、創作といった取り組みに繋がらないことが残念である。  
 作品を作る価値に関して自由に楽しみながら製作することを思い起こす作業が必要にな
                                                   
1 こども教育学部こども教育学科  
2 甲南女子大学  
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っている。幼児期、児童期で行う活動を振り返りながらも、楽しさや技法や特色について
理解することは活動の意欲を高めると共に想像することやつくる喜び、主体的活動に繋げ
る目的になる。 
 今回、大学生の最初の造形授業の中で意識調査を行い、授業経験からどう考えが変わっ
たかを検証する。2 大学の学生の状況を分析し、造形への興味・意欲から意識や積極性な
どの学生の変化について紹介する。  
第１報告者（以下、報告者１）は、いわゆる「図画工作」の担当者として、造形表現に
関する授業の運営を中心に行ってきた。「かく、つくる」楽しさを体験し、自ら表現する
喜びを経験しなければ、幼児や児童の表現する造形活動を理解することはできない。絵画
技法から作る楽しさを体験し見方や考え方・感じ方を深めていくことが重要になる。  
 今回の試みは、報告者１と報告者２の上記の経験を直接の動機としたものであるが、保
育養成施設に指定大学の「造形」における、「絵画・造形授業において学生製作に対する
印象の変化を考察する」に関する研究の一部である。  
 
1.1 学生の造形・絵画に関する意識調査 アンケートの作成 
 授業の最初に造形活動に対する考えを調査することとした。今までの経験がどう造形に
興味として繋がっているかを確かめ、さらに幼稚園学習指導要領のつくる楽しさに繋がっ
ていくかを確かめることにある。 
 表現する楽しさは幼児期から児童期にかけての図画工作の授業にて行っているが、学生
になると活動経験から創作というわけではない．苦手意識だけが残っている場合もある。 
保育養成校として活動を楽しむだけでなく作品づくりと指導法について考え、技法や想像
力といった子どもがつくることから主体的に考え表現する能力に繫げることが重要であり
保育者としてあらゆる方向から展開できる力量をつけ現場に活かせるようにしたい。 
 養成校として造形最初の授業として造形活動における学生意識の向上と意欲を持って取
りかかれる授業内容を検討し進めることが重要となる。  
 今回 2 大学の授業状況から学生意識の変化と授業方法の取り組みから検討する。鈴鹿大
学教育学部２年及び短期大学部こども学専攻の学生１年と、甲南女子大学人間科学部総合
子ども学科 1 年が対象である。大学における造形の最初の授業を対象としている。 
 
1.2 モダンテクニックによる絵画への影響 
 モダンテクニックとは偶然にできる形や色を利用した効果や表現方法である。流し込み
やこすりだし、様々な手法を使って偶然の模様や形を利用し、絵を描いていくもので、日
本画の技法であるにじみやぼかしを使った技法などがある。保育・児童現場にて広く使わ
れており葉っぱなど紙と鉛筆でこすったりして写し取り（フロッタージュ）や合わせ絵（デ
カルコマニー）紙の上に自由に色を置いて二つ折りに合わせると左右対称の形が出来る。 
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クレパスで塗りこんだ上に削ったりして（スクラッチ）描くなどの絵画活動に使われてい
る。偶然出来る効果は何が出来るかという楽しみもあり同じ物が出来ないことから自由な
表現活動として体験を通して使用されていた。偶然出来た形からいろんな思い、発想につ
なげて発展していける魅力がある。 
 
1.3 授業の形態と活動内容 
 鈴鹿大学では絵画・造形技法の体験を主とし、コンテ、クレパス、水彩等の技法体験を
行っている。また、道具の使い方や粘土などの取り組みを行い１５回の授業を行った。 
保育や児童において行う技法体験を行い活動の理解に努めた。保育現場で使う方法を主体
として製作活動をしている。 
内容としては以下の通りである。 
「ペンによる迷路画」 「コンテをつかっての技法と活動事例体験」 
「クレパスを使った技法（スクラッチ、ステンシルなど） 「牛乳パックを使ったパペッ
ト製作」「水彩による技法（バチック、デカルコマニー・ストットリング）」「稜線のあ
る絵画活動」「スライム活動」「小麦粉ねんどの活動」 「マーブリング」  
 甲南女子大学では、前期「絵画・造形Ⅰ」の授業として「保育士及び、幼稚園・小学校
教諭になるための造形の基礎・基本について主に制作活動を通して学び、考察する」こと
を目的としている。そのため、基本的な描画材料による絵画に取り組み、また基礎的な色
彩理論及び配色の研究、身近な素材による造形を主に製作を主体にした授業である。具体
的な内容としては、黒インクのサインペン、ボールペンを使用した「点と線」によるパタ
ーン画製作。モダンテクニックであるマーブリングを加え、見立てによるパターンを描き
起こす「線と色」の表現。また、「線と色」の一連の要素から、クレパスを使用したスク
ラッチ技法によるパターン画。紙袋を使用使用し、手を動かすことと身近な素材を活かす
「パペットの製作」。基礎的な「色彩理論」を挟んで、四季をテーマにトーナルカラーに
よる色彩の対比、構成を学ぶ製作を行った。 
 
２．表現に関する意識と作品製作 
2.1 製作活動の指導経過 (鈴鹿大学) 
報告者１（上田）「こども造形の基礎 1」「保育製作技術演習」における、造形授業に
関する指導経過を示す。 
鈴鹿大学の「幼児教育学専攻」（７名）においては、２年次「こども造形の基礎 1」は
最初の造形の授業である。1 年次に造形授業は無く、製作に関しては選択科目の中で行な
っている授業もあった。2 年次は前期「こども造形の基礎 1」、後期「こども造形の基礎Ⅱ」
「保育内容（造形表現）」の授業設定である。本授業は２年次前期（４月～８月）に行わ
れ、その指導にあたった。造形活動の意義や目的の理解、道具材料の使い方、造形実践の
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注意事項や諸配慮など、一般的な指導を行いながら、作品製作に取り組ませることとした。 
短期大学部のこども学専攻（４５名）においては、１年次「保育製作技術演習」は最初
の造形の授業である。1 年次には「こどもの文化１」の授業など、造形活動を含む授業を
行なわれていた。１年次は前期「保育製作技術演習」、後期「こどもの文化Ⅱ」の授業設
定であった。2 年次には前期「こども造形の基礎 1」、後期「こども造形の基礎Ⅱ」である。
本授業は１年次前期（４月～８月）に行われ、その指導にあたった。造形活動の意義や目
的の理解、道具材料の使い方、造形実践の注意事項や諸配慮など、一般的な指導を行いな
がら、作品製作に取り組ませることとした。 
具体的には、絵画技法モダンテクニック（絵画製作を活動内容とするもの）と、工作な
ど（紙工作・感触遊び、粘土などを用いる活動内容のもの）の２つの表現方法を製作させ
ることとした。 
まず、絵画技法モダンテクニックを理解させるために、保育現場で使う材料道具につい
ての説明を行なった。（コンテ、クレパス、水彩絵の具、はさみやのりなど）保育で使用
されている材料を体験させた。その後、技法を説明し技法効果の特徴について製作体験か
ら具体的に理解させる活動を行った。 
さらに、活動内容を幼児教材毎に展開して作品を作成させ、それをもとに活動毎にグル
ープディスカッションをおこなったり、材料の貸し借りや共同活動を行えるようにグルー
プで行った。これは、保育現場における共同活動や造形活動の態勢、友達の作品への共感
するなどの認識に着目させようとするものであった。特に、「水彩」の活動内容は、「道
具の使い方」や「片づけ」など、配慮すべき事項が多くあり、「配慮事項」に対する認識
を高めることができたものと思われる。 
この間、学生からは作品提出と課題レポートを提出させた。課題レポートは主に活動内
容の理解と活動の感想を記入させた。 
授業においても、机間巡視の中、学生の活動状況と理解について確認を行った。 
続いて、最終授業にて「製作作品」を活動内容毎にまとめ、技法ファイルとして作成さ
せた。 
活動内容を「技法体験」として指定したのは、造形活動を遊びの中で楽しむことを目的
として、積極的に取り組めたか、事前準備や道具使用などの配慮事項が多くあり、それを
製作から行わせることによって、体験的な理解をさせようとしたものであった。授業では、
学生同士でディスカッションを自由に行える様にして、進め方や作品共感などについてア
ドバイスを相互に行うことができたようである。 
一方、作品において取り上げられた活動内容には、オリジナル感や「特別に考えられた」
という感じに乏しいものが多かった。学生にとって初めて取り組むであり、学生のレパー
トリーのなさや、イメージ力や発想力の乏しさを背景としていたのでないかと思われた。 
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2.2 甲南女子大学の授業内容 報告者２（石垣） 
本稿における授業の内容は前項に挙げた内容となるが、その「ねらい」としてはイメー
ジ力の強化、想像する力を育むことが目的である。幼児期に多用される「見立て」に表現
を再度経験すること、或いは「やり直す」と言った方が良いのかもしれないが、そうする
ことで発想を膨らませる手立てと成り得ることを見越しての取り組みとなっている。また
点、線、色や形、絵画・造形活動では切り離せない内容をモダンテクニック（マーブリン
グやスクラッチ技法）を使用し偶然性を利用した見立てを行なって、イメージを膨らませ
易い条件下に導く。 
 
2.3 授業内容のまとめ 
報告者らは、「絵画・製作」において、絵画技法からの学生意識の試みを行った。その
中で、いくつかの困難に直面した。 
一つ目は、授業内で絵画技法を行うことを前提にしたが幼児期・児童期に経験したこと
への記憶が乏しく材料への認識度が低かった。経験していると思っての展開だったが具体
的な材料の特性から取り組む必要があった。だが、学生にとっては新鮮であったようで活
動に躊躇する者は少なかった。「汚れるのが嫌」「つくるのが嫌」と言うそぶりは無く興
味本位に取り組む姿がみられた。だが、片づけ方の説明が必要であった。筆の扱い、共同
で使用する道具などの取り扱いの課題はあった。 
二つ目は、作ることへの興味を持っていたが、想像性や発想と言った点では活動の幅を
広げることは難しく、次の授業への課題となった。事前に知って保育関係の雑誌などを参
考にさせるなどの設定が必要なように感じた。 
学生には保育造形活動の、「援助」としての言葉がけなど設定保育における取組計画は
できておらず、口頭による事例説明のみであった。「教える」ことが前面に出た保育にな
り、主体的に取り組む姿勢が欠ける部分があったことである。 
 今回報告した、幼稚園、保育士養成施設の指定を受けている大学で造形授業の内で学生
の状況が同じ問題点を抱えているからであった。 
このような指導を経た後、保育内容の授業担当者からは、学期末に保育案の作成を行わ
せるが、学生との間で、保育案の出来具合にはっきりとした差がみられたとの報告があっ
た。 
なお、報告者らが実施した、「モダンテクニック」における製作は、「ハウツーに偏る
のではないか」との指摘が予想される。報告者１は、特にこの試みにおいて、「ハウツー」
的な習得を目指す意図は全くなく、あくまでも幼児期の活動振り返りと興味を広げること
が目的であった。保育実習Ⅰ（保育所）に臨むにあたって、主体的な取り組みを学生に期
待し、その「きっかけ」として、部分保育案の作成につながるように設定したのである。
造形活動は遊びから始まるものである。そのため子どもと関わることにおいて、最も大切
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なのは「子ども理解」である。遊びの方法と材料の活用方法を「子どもの実態」にもとづ
いて、そのねらいや活動が設定されるものである。 
この点については、今後、後期授業内容を終えた学生を対象にアンケートを行い、その
効果を検証していきたい。 
 
３．事前・事後授業にアンケートの結果 
報告者１は、「こども造形の基礎 1」「保育製作技術演習」において、造形部分の意識
変化とその効果を検証するために、「こども造形の基礎 1」「保育製作技術演習」を履修
者対象に授業事前アンケート、事後アンケートを実施した。欠席者は除外して集計を行っ
た。 
事前調査アンケートの結果 
「小学校での図工、中・高校での美術の授業は好きか」と言う回答では、「好き」が 32％、
「まあまあ好き」が 34％。「あまり好きではない」が 25％・「好きではない」が９％であ
った。「絵を描くことは好きか」では、「好き」が 3２％、「まあまあ好き」が 3２％、「あ
まり好きではない」が 2７％、「好きではない」が９％であった。（図１） 
「何かをつくることは好きですか？」では、「好き」が 3９％、「まあまあ好き」が 3６％。
「あまり好きではない」が 2３％・「好きではない」が２％であった。 
「美術作品を鑑賞することは好きですか」の回答では、「好き」が２５％、「まあまあ好
き」が４６％。「あまり好きではない」が２７％、「好きではない」が２％であった。 
製作の際、アイデアはうかびやすいですか」の回答では、「うかぶ」が７％、「まあまあ
うかぶ」が２０％、「あまりうかばない」が５５％、「うかばない」が１８％であった。 
「過去、様々なものを描いたり、作ったりすることがあったと思いますが、その際達成 
感を味わうことは出来ましたか」の回答では、「出来た」が２７％、「まあまあ出来た」
が５0％、「あまり出来なかった」が２３％、「出来なかった」が 0％であった。 
 「製作で達成感を味わったと思われるもの」の回答では、 風景画、デッサン、高校生
文化祭の旗のデザイン、自分の似顔絵と好きな物の組み合わせた絵などの絵画表現やハン
コ、レザークラフトでつくった小銭いれ プランター作り、えんぴつ立て、針金による自
転車作りなどの工作があげられた。 
 また、自分が思っていた通りに出来たときやりきった、期限までに完成できた、出来た
時周りから良い評価があった時などの回答であった。                
 「達成感を味わうことが出来なかったもの」は、自画像（絵）、 模写、写生・スケッチ
などが挙げられた。また、「画用紙が大き過ぎて大変だったから」、「中学生美術部でや
った肖像画全然上手くいかなかった」、「特に描きたいわけでもないのに書かされた時」、
「中学生他人から思ったような評価がなかった。」などの回答があった。  
「あまり好きでない」、「好きでない」と答えた方で好きでなくなった時期はいつ頃か、 
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理由」については、「中 1 の時、美術の授業が始まって自分の絵が周りよりヘタだと知っ
たから」、「中学生の頃絵を書くことが苦手だった。」、「中学の頃、自分の絵が下手過
ぎて自信がなくなった。」「想像力があまりなく、毎回デザインを考えるのが嫌だった。」、
「小学生の時から片づけや粘土で手が汚れるのが面倒だったから」「彫刻刀で手をさした
り良い思い出がない。」、「小学４年頃、描いた絵にぐちぐち言ってきたから、上手でな
いと ok がもらえなかった。」などの回答であり、小学４年頃か、中学にかけての時期との
回答が多かった。 
 「図工・美術は必要な或いは大事な授業だと思いますか」の回答では、「思う」が４８％、 
「まあまあ思う」が４５％、「あまり思わない」が７％、「思わない」が 0％であった。 
 
事後調査アンケートの結果 
「授業は楽しく受けることが出来ましたか」の回答は.「楽しかった」66％、「まあまあ楽
しかった」34％、「あまり楽しくなかった」0％、「楽しくなかった」0％であった。 
「授業を受けていく中で、製作の際のアイデアは浮かびやすくなったか」の回答では、「浮
かびやすくなった」１７％、「比較的浮かびやすくなった」６３％、「あまり浮かばな 
い」２０％、「全然浮かばない」０％であった。 
 「今回の授業課題で達成感は感じられましたか」の回答は、「感じられた」３７％、「ま
あまあ感じられた」５６％、「あまり感じられなかった」７％、「感じられなかった」 
０％、であった。 
 第１回目授業の際に行ったアンケートで「絵を描くこと、つくることが好きではない・ 
あまり好きではない」と答えた方は、この度の「保育製作技術演習」の授業を受けて印象 
は変わりましたか」の回答は.「変わった」１８％、「少し変わった」６４％、「あまり
変わらなかった」１４％、「全然変わらなかった」４％であった。 
「この先、絵を描く、何かをつくるといったことをまたしたいと思いますか」の回答は. 
「思う」４４％  「まあまあ思う」５１％  「あまり思わない」５％  「全く思わ
ない」０％であった。 
 
 
321
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文科学・社会科学編 第 2号 2019 
上田  慎二，絵画・造形授業においての学生の反応の考察 
      
      図１ 鈴鹿大学の事前・事後アンケート結果 
      
      図２ 甲南女子大学の事前・事後アンケート結果 
       
 
４．アンケートの結果から考察 
モダンテクニックによる意欲向上としての試みについて、学生を対象とした事前・事後
アンケートの結果をもとに、その効果の検証を行った。 
アンケート結果では各項目において鈴鹿大学、甲南女子大学の数値はほぼ同じ結果とな
った。 
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「授業は楽しく受けることが出来ましたか」は造形授業への興味としては全体に達成し
ている。「授業を受けていく中で、製作の際のアイデアは浮かびやすくなりましたか？」
８０％の学生が浮かびやすくなったという回答から「発想への意欲」を高めることができ
たと考え、「達成感」について考えを深めることにつながり、実際の授業中においても「つ
くる意欲」につながった。本試みは、学生の「絵画製作意欲への動機付け」を高めること
を目的としており、そのねらいが概ね達成できたものといえよう。また、本試みは、指導
計画を行なう為の「子どもの理解」や「援助と留意点」について、考えを深めるきっかけ
になるであろう。 
授業で行った指導の中で「芸術の見方が変わった」「つくるのが好きだから」「造形活
動への参加への意識が広がった」と考えられた。 
また、興味を持った課題については工作や感触遊びなど作ることの興味が強いことが分
かったが、半数以上が造形内容全般に興味が広がっていることが分かった。そのことによ
り絵画表現への興味に繋がっており、今後のイメージ力・発想力のあり方についても考え
ることができた。 
別途検討すべきと思われた事項については年齢に応じた活動意識と保育における部分
指導案である。部分指導案を作成する際に、取り組みたい活動を選択するなど内容の検討
が必要である。保育案作成する為のレパートリーのなさと、幅広く目を向けていくという
姿勢を育てて行くことが重要であり、今後、保育関係や造形関係の雑誌や書籍などから、
適切な活動内容を選んでくるという課題の追加をするなどして、自ら調べることなく「知
っている」活動内容を行うという姿勢を改めていく働きかけが必要であると思われた。 
一方で、「視聴覚教材を活動内容とした教材の作成」の課題など実践発表を課した製作
やオリジナルの紙芝居や絵本を、部分実習の教材として活用できるよう勧めたいと考える。 
今回は、保育内容各論や保育表現技術の授業で取り上げられた活動内容の、意見交換な
どをはかっていきたい。 
 
５.まとめ 
 アンケートから小学校での図工、中・高校での美術の授業を「好き」と答えた学生は「授
業の課題を楽しめた課題は」という項目の殆どにチェックがあり活動そのものに興味が広
がっていた。「あまり好きではない」「好きではない」と答えた学生もスライムや小麦粉
粘土には興味があることが分かった。課題への興味にバラツキはあるが全体半数以上が水
彩、クレパスやコンテの技法に興味持っていたことがわかった。スライムや小麦粉粘土な
どの感触遊びは触角的感覚が好まれるのは、「形」として具体的に作ることではないため
安心感があったからと思われる。今回作品づくりより技法体験から表現を愉しむことを目
的にしたことが興味に繋がった事と考えるが、自己の構想を持って作ることが難しいこと
と、考え挑戦出来ないことを改善できるかが課題である。  
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Consideration of a Student's Reaction in a Painting and 
the Modeling class 
 
Shinji KAMITA，Norio ISHIGAKI 
 
Abstract 
The practical uses of painting in modern education are considered . Painting develops 
imagination, increases motivation and encourages self-expression. 
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